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員
で
あ
っ
た
か
ら
、
笑
顔
で
行
動
し
、

身
体
的
接
触
に
抵
抗
を
示
さ
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
客
と
の
間
の
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
処
罰
を
望
ま
な
い
と
の
意
思
表
示

も
本
件
店
舗
の
営
業
へ
の
悪
影
響
を
懸

念
し
た
も
の
で
あ
り
、
職
員
は
以
前
か

ら
従
業
員
ら
を
不
快
に
思
わ
せ
る
行
為

を
繰
り
返
し
、
そ
の
た
め
に
退
職
し
た

従
業
員
も
い
た
の
で
あ
り
、
職
員
の
行

為
に
よ
る
社
会
的
影
響
力
も
大
き
く
、

公
務
一
般
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
も
大

き
く
損
な
わ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
原
審
判
決
を
破
棄
し
、
本
件
処

分
に
違
法
事
由
は
認
め
ら
れ
ず
、
職
員

の
請
求
を
棄
却
す
る
と
し
た
事
例
で
あ

る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
公
務
員
法
第
29
条

第
１
項
、
同
法
第
33
条
、

加
古
川
市
職
員
の
懲
戒

の
手
続
及
び
効
果
に
関

す
る
条
例
第
４
条

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
を
破
棄
し
、
第
一
審
判
決
を

取
り
消
す
。

被
上
告
人
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
の
負
担

と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
荒
尾
幸
三
、
上
告
復
代

理
人
中
井
崇
の
上
告
受
理
申
立
て
理
由

（
た
だ
し
、排
除
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）

に
つ
い
て

１　

普
通
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
上

告
人
の
男
性
職
員
で
あ
る
被
上
告
人

は
、
勤
務
時
間
中
に
訪
れ
た
店
舗
に
お

い
て
そ
の
女
性
従
業
員
に
対
し
て
わ
い

せ
つ
な
行
為
等
を
し
た
こ
と
を
理
由

に
、停
職
６
月
の
懲
戒
処
分
（
以
下
「
本

件
処
分
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
。
本

件
は
、
被
上
告
人
が
本
件
処
分
は
重
き

に
失
す
る
も
の
と
し
て
違
法
で
あ
る
な

ど
と
主
張
し
て
、
上
告
人
を
相
手
に
、

そ
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

停
職
処
分
取
消
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

平
成
30
年

11
月
６
日
判
決　

平
成
29
年
（
行
ヒ
）

第
３
２
０
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
裁
判
所
時
報
１
７
１
１
号
５
頁

破
棄
自
判

原
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

平
成
29
年

４
月
26
日
判
決　

平
成
29
年
（
行
コ
）

第
３
号  

一
審　

神
戸
地
方
裁
判
所　

平
成
28
年

11
月
24
日
判
決　

平
成
27
年
（
行
ウ
）

第
31
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

甲
市
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
の
収
集

業
務
に
従
事
し
て
い
た
職
員
が
、
制
服

姿
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
女
性

従
業
員
に
わ
い
せ
つ
行
為
を
働
い
た
こ

と
を
理
由
と
し
て
行
わ
れ
た
６
月
の
停

職
処
分
の
取
消
し
を
求
め
た
事
件
に
お

い
て
、
処
分
者
の
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
請
求
を
認

容
し
た
原
審
判
決
に
対
し
、
本
件
従
業

員
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
従
業
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言
動
を
し
て
お
り
、
こ
れ
を
理
由
の
一
つ

と
し
て
退
職
し
た
女
性
従
業
員
も
い
た
。

イ　

被
上
告
人
は
、
勤
務
時
間
中
で

あ
る
平
成
26
年
９
月
30
日
午
後
２
時
30

分
頃
、
上
記
制
服
を
着
用
し
て
本
件
店

舗
を
訪
れ
、
顔
見
知
り
で
あ
っ
た
女
性

従
業
員
（
以
下
「
本
件
従
業
員
」
と
い

う
。）
に
飲
物
を
買
い
与
え
よ
う
と
し

て
、
自
ら
の
左
手
を
本
件
従
業
員
の
右

手
首
に
絡
め
る
よ
う
に
し
て
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
の
前
ま
で
連
れ
て
行
き
、
そ
こ

で
商
品
を
選
ば
せ
た
上
で
、
自
ら
の
右

腕
を
本
件
従
業
員
の
左
腕
に
絡
め
て
歩

き
始
め
、
そ
の
後
間
も
な
く
、
自
ら
の

右
手
で
本
件
従
業
員
の
左
手
首
を
つ
か

ん
で
引
き
寄
せ
、
そ
の
指
先
を
制
服
の

上
か
ら
自
ら
の
股
間
に
軽
く
触
れ
さ
せ

た
。
本
件
従
業
員
は
、
被
上
告
人
の
手

を
振
り
ほ
ど
き
、
本
件
店
舗
の
奥
に
逃

げ
込
ん
だ
。

（
４
）
ア　

本
件
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー

は
、
前
同
日
、
被
上
告
人
が
所
属
す
る

上
告
人
の
部
署
に
宛
て
て
、
被
上
告
人

の
前
記
（
３
）
イ
の
行
為
に
つ
い
て
申

告
す
る
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
被
上
告
人

の
上
司
は
、
平
成
26
年
10
月
７
日
、
本

件
店
舗
を
訪
れ
て
オ
ー
ナ
ー
か
ら
事
情

を
聴
く
な
ど
し
て
、
上
記
行
為
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

イ　

平
成
26
年
11
月
７
日
の
神
戸
新

聞
に
、
上
告
人
の
職
員
（
氏
名
は
伏
せ

ら
れ
て
い
た
。）
が
勤
務
時
間
中
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
が
、
上
告

人
に
お
い
て
は
店
側
の
意
向
を
理
由
に

職
員
の
処
分
を
見
送
っ
て
い
る
旨
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

上
告
人
は
記
者
会
見
を
開
き
、
今
後
事

情
聴
取
を
し
て
当
該
職
員
に
対
す
る
処

分
を
検
討
す
る
旨
の
方
針
を
表
明
し
た

と
こ
ろ
、
同
月
８
日
の
朝
日
新
聞
、
毎

日
新
聞
、読
売
新
聞
及
び
神
戸
新
聞
に
、

上
記
記
者
会
見
に
関
す
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。

ウ　

上
告
人
は
、
平
成
26
年
11
月
８

日
以
降
、
関
係
者
か
ら
被
上
告
人
の
前

記
（
３
）
イ
の
行
為
に
関
す
る
事
情
聴

取
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、被
上
告
人
は
、

下
半
身
を
触
ら
せ
よ
う
と
い
う
意
識
は

な
く
、
本
件
従
業
員
の
手
が
下
半
身
に

近
づ
き
は
し
た
が
触
れ
て
は
い
な
い
な

ど
と
弁
解
し
た
。
他
方
、
本
件
従
業
員

は
、
被
上
告
人
の
処
罰
は
望
ん
で
い
な

い
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

停
職
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
件

指
針
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
処
分
の

量
定
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、〔
１
〕

非
違
行
為
の
動
機
、
態
様
及
び
結
果
、

〔
２
〕
故
意
又
は
過
失
の
度
合
い
、〔
３
〕

職
員
の
職
務
上
の
地
位
や
職
務
内
容
、

〔
４
〕
上
告
人
、
他
の
職
員
及
び
社
会

に
与
え
る
影
響
、〔
５
〕他
の
行
政
処
分
、

刑
事
処
分
の
程
度
等
の
ほ
か
、
過
去
の

非
違
行
為
や
そ
の
後
の
対
応
等
も
含
め

て
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
判
断
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
被
上
告
人
は
、
平
成
３
年
に

上
告
人
に
採
用
さ
れ
た
一
般
職
に
属
す

る
男
性
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
同
22

年
４
月
か
ら
自
動
車
運
転
士
と
し
て
、

主
に
一
般
廃
棄
物
の
収
集
及
び
運
搬
の

職
務
に
従
事
し
て
い
た
。　

（
３
）
ア　

被
上
告
人
は
、
平
成
22

年
頃
か
ら
、
勤
務
時
間
中
、
上
告
人
の

市
章
の
付
い
た
作
業
着
で
あ
る
制
服
を

着
用
し
て
、
兵
庫
県
加
古
川
市
に
所
在

す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下

「
本
件
店
舗
」
と
い
う
。）
を
頻
繁
に
利

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
利
用
の

際
、
被
上
告
人
は
、
本
件
店
舗
の
女
性

従
業
員
ら
を
不
快
に
さ
せ
る
不
適
切
な

関
係
等
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）ア　

地
方
公
務
員
法（
以
下「
地

公
法
」
と
い
う
。）
29
条
１
項
は
、
職

員
が
同
法
等
に
違
反
し
た
場
合
（
１

号
）、
全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
非
行
の
あ
っ
た
場
合（
３
号
）

等
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
対
し
懲
戒
処

分
と
し
て
戒
告
、
減
給
、
停
職
又
は
免

職
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を

定
め
、
同
法
33
条
は
、
職
員
は
そ
の
職

の
信
用
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
行
為
を
し

て
は
な
ら
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
。

イ　

加
古
川
市
職
員
の
懲
戒
の
手
続

及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
28
年

加
古
川
市
条
例
第
７
号
。
以
下
「
本
件

条
例
」
と
い
う
。）
４
条
１
項
は
、
停

職
の
期
間
は
１
日
以
上
６
月
以
下
と
す

る
と
定
め
て
い
る
。

ま
た
、加
古
川
市
長
（
以
下
「
市
長
」

と
い
う
。）
は
、
平
成
19
年
、「
加
古
川

市
職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
指
針
」

（
以
下
「
本
件
指
針
」
と
い
う
。）
に
お

い
て
、
懲
戒
処
分
に
付
す
べ
き
標
準
的

な
事
例
に
お
け
る
処
分
の
標
準
例
を
定

め
た
と
こ
ろ
、
公
務
外
非
行
関
係
の
事

由
で
あ
る
「
痴
漢
・
わ
い
せ
つ
行
為
」

に
よ
る
処
分
の
標
準
例
は
、
免
職
又
は
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い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
こ
れ
は
オ
ー

ナ
ー
も
同
じ
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。

（
５
）
市
長
は
、
平
成
26
年
11
月
26

日
付
け
で
、
被
上
告
人
に
対
し
、
地
公

法
29
条
１
項
１
号
、
３
号
に
基
づ
き
、

停
職
６
月
の
懲
戒
処
分
（
本
件
処
分
）

を
し
た
。
そ
の
処
分
説
明
書
に
は
、
処

分
の
理
由
と
し
て
、「
あ
な
た
は
、
平

成
26
年
９
月
30
日
に
勤
務
時
間
中
に
立

ち
寄
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

お
い
て
、
そ
こ
で
働
く
女
性
従
業
員
の

手
を
握
っ
て
店
内
を
歩
行
し
、
当
該
従

業
員
の
手
を
自
ら
の
下
半
身
に
接
触
さ

せ
よ
う
と
す
る
行
動
を
と
っ
た
。」（
以

下
、
被
上
告
人
の
こ
の
行
動
を
「
行
為

１
」
と
い
う
。）、「
ま
た
、
以
前
よ
り

当
該
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
内

に
お
い
て
、
そ
こ
で
働
く
従
業
員
ら
を

不
快
に
思
わ
せ
る
不
適
切
な
言
動
を

行
っ
て
い
た
。」（
以
下
、
被
上
告
人
の

こ
の
言
動
を
「
行
為
２
」
と
い
う
。）

と
の
記
載
が
あ
る
。
な
お
、上
告
人
は
、

本
件
処
分
の
直
接
の
対
象
は
行
為
１
で

あ
り
、
行
為
２
は
行
為
１
の
悪
質
性
を

裏
付
け
る
事
情
で
あ
る
旨
を
主
張
し
て

い
る
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

こ
と
や
、
被
上
告
人
は
上
告
人
に
お
い

て
過
去
に
懲
戒
処
分
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
行
為
１
が

悪
質
で
あ
り
、
被
上
告
人
の
反
省
の
態

度
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
事
情
を
踏

ま
え
て
も
、
停
職
６
月
と
し
た
本
件
処

分
は
重
き
に
失
す
る
も
の
と
し
て
社
会

観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
く
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
処
分
は
、
裁
量
権
の
範

囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た

も
の
で
あ
り
、
違
法
で
あ
る
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
公
務
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分

に
つ
い
て
、
懲
戒
権
者
は
、
諸
般
の
事

情
を
考
慮
し
て
、
懲
戒
処
分
を
す
る
か

否
か
、
ま
た
、
懲
戒
処
分
を
す
る
場
合

に
い
か
な
る
処
分
を
選
択
す
る
か
を
決

定
す
る
裁
量
権
を
有
し
て
お
り
、
そ
の

判
断
は
、
そ
れ
が
社
会
観
念
上
著
し
く

妥
当
を
欠
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱

し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
、
違
法
と
な
る
も
の
と
解

さ
れ
る
（
最
高
裁
昭
和
47
年
（
行
ツ
）

第
52
号
、
同
52
年
12
月
20
日
第
三
小
法

廷
判
決
・
民
集
31
巻
７
号
１
１
０
１
頁
、

下
に
お
い
て
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断

し
て
、
被
上
告
人
の
請
求
を
認
容
す
べ

き
も
の
と
し
た
。

被
上
告
人
に
よ
る
行
為
１
は
、
以
前

か
ら
の
顔
見
知
り
に
対
す
る
行
為
で
あ

り
、
本
件
従
業
員
は
手
や
腕
を
絡
め
ら

れ
る
と
い
う
身
体
的
接
触
を
さ
れ
な
が

ら
終
始
笑
顔
で
行
動
し
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
渋
々
な
が
ら
も
同
意
し
て
い

た
と
認
め
ら
れ
る
。
行
為
１
は
、
兵
庫

県
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力

的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
38
年
兵
庫
県
条
例
第
66
号
。
平

成
28
年
兵
庫
県
条
例
第
31
号
に
よ
る
改

正
前
の
も
の
）
３
条
２
項
に
違
反
す
る

犯
罪
行
為
で
あ
る
が
、
本
件
従
業
員
及

び
本
件
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー
は
被
上
告
人

の
処
罰
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
た
め

も
あ
っ
て
被
上
告
人
は
行
為
１
に
つ
い

て
警
察
の
捜
査
の
対
象
に
も
さ
れ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
、
被
上
告
人
が
常
習
と

し
て
行
為
１
と
同
様
の
行
為
を
し
て
い

た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
自
動
車
運

転
士
で
あ
る
被
上
告
人
に
よ
る
行
為
１

が
社
会
に
与
え
た
影
響
は
公
権
力
の
行

使
に
当
た
る
公
務
員
が
同
様
の
行
為
を

し
た
場
合
ほ
ど
大
き
い
と
は
い
え
な
い

最
高
裁
平
成
23
年
（
行
ツ
）
第
２
６
３

号
、
同
年
（
行
ヒ
）
第
２
９
４
号
同
24

年
１
月
16
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
裁
判

集
民
事
２
３
９
号
２
５
３
頁
等
参
照
）。

（
２
）
原
審
は
、〔
１
〕
本
件
従
業
員

が
被
上
告
人
と
顔
見
知
り
で
あ
り
、
被

上
告
人
か
ら
手
や
腕
を
絡
め
ら
れ
る
と

い
う
身
体
的
接
触
に
つ
い
て
渋
々
な
が

ら
も
同
意
し
て
い
た
こ
と
、〔
２
〕
本

件
従
業
員
及
び
本
件
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー

が
被
上
告
人
の
処
罰
を
望
ま
ず
、
そ
の

た
め
も
あ
っ
て
被
上
告
人
が
警
察
の
捜

査
の
対
象
に
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

〔
３
〕
被
上
告
人
が
常
習
と
し
て
行
為

１
と
同
様
の
行
為
を
し
て
い
た
と
ま
で

は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、〔
４
〕
行
為

１
が
社
会
に
与
え
た
影
響
が
大
き
い
と

は
い
え
な
い
こ
と
等
を
、
本
件
処
分
が

社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
く
こ
と

を
基
礎
付
け
る
事
情
と
し
て
考
慮
し
て

い
る
。

し
か
し
、上
記
〔
１
〕
に
つ
い
て
は
、

被
上
告
人
と
本
件
従
業
員
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
客
と
店
員
の
関
係
に

す
ぎ
な
い
か
ら
、
本
件
従
業
員
が
終
始

笑
顔
で
行
動
し
、
被
上
告
人
に
よ
る
身

体
的
接
触
に
抵
抗
を
示
さ
な
か
っ
た
と
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し
て
も
、
そ
れ
は
、
客
と
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

と
み
る
余
地
が
あ
り
、
身
体
的
接
触
に

つ
い
て
の
同
意
が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ

れ
を
被
上
告
人
に
有
利
に
評
価
す
る
こ

と
は
相
当
で
な
い
。
上
記
〔
２
〕
に
つ

い
て
は
、
本
件
従
業
員
及
び
本
件
店
舗

の
オ
ー
ナ
ー
が
被
上
告
人
の
処
罰
を
望

ま
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
事
情
聴

取
の
負
担
や
本
件
店
舗
の
営
業
へ
の
悪

影
響
等
を
懸
念
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
も
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、上
記
〔
３
〕

に
つ
い
て
は
、
行
為
１
の
よ
う
に
身
体

的
接
触
を
伴
う
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
被
上
告
人
が
以
前
か
ら
本
件
店
舗

の
従
業
員
ら
を
不
快
に
思
わ
せ
る
不
適

切
な
言
動
を
し
て
お
り
（
行
為
２
）、
こ

れ
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
退
職
し
た
女

性
従
業
員
も
い
た
こ
と
は
、
本
件
処
分

の
量
定
を
決
定
す
る
に
当
た
り
軽
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
〔
４
〕
に
つ

い
て
も
、
行
為
１
が
勤
務
時
間
中
に
制

服
を
着
用
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
上
、

複
数
の
新
聞
で
報
道
さ
れ
、
上
告
人
に

お
い
て
記
者
会
見
も
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
す
る
と
、
行
為
１
に
よ
り
、
上
告
人

い
え
ず
、
市
長
の
上
記
判
断
が
、
懲
戒

権
者
に
与
え
ら
れ
た
裁
量
権
の
範
囲
を

逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
３
）
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
処
分

に
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ

れ
を
濫
用
し
た
違
法
が
あ
る
と
し
た
原

審
の
判
断
に
は
、
懲
戒
権
者
の
裁
量
権

に
関
す
る
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た

違
法
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

５　

以
上
の
と
お
り
、
原
審
の
判
断

に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨

は
以
上
と
同
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理

由
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な

い
。
そ
し
て
、
前
記
事
実
関
係
等
の
下

に
お
い
て
は
、
本
件
処
分
に
そ
の
他
の

違
法
事
由
も
見
当
た
ら
ず
、
被
上
告
人

の
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
第
１
審

判
決
を
取
消
し
、
被
上
告
人
の
請
求
を

棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

岡
部
喜
代
子　

裁
判
官　

山
崎
敏
充　

裁
判
官　

戸
倉

三
郎　

裁
判
官　

林
景
一　

裁
判
官　

宮
崎
裕
子
）

の
公
務
一
般
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
が

大
き
く
損
な
わ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
社
会
に
与
え
た
影
響
は
決
し
て
小

さ
い
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
市
長
は
、
本
件
指
針
が
掲

げ
る
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し

て
、
停
職
６
月
と
す
る
本
件
処
分
を
選

択
す
る
判
断
を
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る

と
こ
ろ
、
本
件
処
分
は
、
懲
戒
処
分
の

種
類
と
し
て
は
停
職
で
、
最
も
重
い
免

職
に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、
停
職
の
期
間

が
本
件
条
例
に
お
い
て
上
限
と
さ
れ
る

６
月
で
あ
っ
て
、
被
上
告
人
が
過
去
に

懲
戒
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

等
か
ら
す
れ
ば
、
相
当
に
重
い
処
分
で

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。し
か
し
、

行
為
１
が
、
客
と
店
員
の
関
係
に
あ
っ

て
拒
絶
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て

行
わ
れ
た
厳
し
く
非
難
さ
れ
る
べ
き
行

為
で
あ
っ
て
、
上
告
人
の
公
務
一
般
に

対
す
る
住
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
う

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
被
上
告
人
が
以

前
か
ら
同
じ
店
舗
で
不
適
切
な
言
動

（
行
為
２
）
を
行
っ
て
い
た
な
ど
の
事

情
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
処
分
が
重
き
に

失
す
る
も
の
と
し
て
社
会
観
念
上
著
し

く
妥
当
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は


